
医療法人聖粒会 慈恵病院

「優しくて頼れる看護師」のイメージを大事に。

「こうのとりのゆりかご」は、命を救う最後の砦。
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ユニフォームについて、患者さんにもアンケートを実施。

キリストの「愛と献身の精神」を掲げ、産婦人科を中
心に地域医療に貢献されてきた熊本の慈恵病院。
自分で育てることができない赤ちゃんを、匿名で託す
ことができる「こうのとりのゆりかご」の設置でも知ら
れています。今回はローラアシュレイのユニフォーム
をご採用いただいたご縁で、看護部長の竹部さん、副
部長の本田さんに、お話を伺いました。

東京都日野市にあるロベリアは、認知症を専門にし
た介護老人保健施設。多摩川畔の自然豊かな場所
で、症状に応じたリハビリや看護・介護を行っておら
れます。今回は「ローラ アシュレイ」のユニフォームを
ご着用いただいている看護師の橋本さん、寺沢さ
ん、黒川さんに、看護の現場でユニフォームに求める
ことなどを伺いました。
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みなさん素敵に着こなしてくださって、患者さんからも
好評とのこと。本当にうれしく思います。

こちらではスタッフさんの中でも看護職の方に
「ローラアシュレイ」をお召しいただいていますが、
採用の経緯をお聞かせください。
寺沢さん：最初に看護師長が、このユニフォームを気に入って。自分
が着てみて良かったから、みんなで揃えましょうということになりました。
黒川さん：実はロベリアには、決まったユニフォームはないんです。
職種を区別するためにボトムの色だけは指定されているんですが、上
は個人個人が好きなものを選んで着ています。

お一人ずつお好きなウェアをお召しになるのは、
何か理由があるのでしょうか？
寺沢さん：カラフルな色彩が認知症の方への刺激になるということ
で、あえてそれぞれが好きな色のウェアを着るようになりました。
黒川さん：利用者さんの目からの刺激のために、なるべくきれいで
明るい色を選ぶようにしています。ほかの職種の方も赤や黄色など、
カラフルなトップスを着用していますね。

リハビリのひとつとして、
カラフルなウェアを取り入れておられるのですね。
実際に利用者さんからの反応はいかがですか？
橋本さん：よく気付いて、反応してくださいますよ。「あら、きれいな
色ね」とか「どこで買ったの？」「私もその色が好きなの」と話しかけ
てくださる方もいらっしゃいます。
寺沢さん：色が会話や記憶の糸口になっている感じですね。

その取り組みは、どんな経緯で始められたのでしょうか？
橋本さん：英世会では、高齢者ケアについて学ぶための海外研修
を定期的に行っています。カラフルなウェアも、実はスウェーデンへの
研修がきっかけで導入されたんです。向こうの施設では「制服」という
決まったものはなく、自由にカラフルなものを着ているということで、
ロベリアでも好きなものを選べるようになりました。

海外研修がきっかけだったのですね！国内の研修や
勉強会などにも、よく参加されるのですか？
寺沢さん：多くの研修機会があります。スタッフも自分から積極的に
参加していますね。
橋本さん：認知症のリハビリには多くの手法があるので、いろいろ
調べて勉強しています。ここでも音楽療法や料理教室を行っていま
すし、先日は認知機能の回復に効果があるといわれる回想法を取り
入れた夏祭りも行いました。

では続いて、ユニフォームの着心地などを
お聞かせいただけますか？
橋本さん：横ファスナーで脱ぎ着がしやすいですね。かぶりだと、ポ
ケットの中身をすべて出さないといけないのが面倒で。これはスムー
ズに着替えられます。
寺沢さん：私はポケットが多いところがいいですね。このユニフォー
ムになってから、ウエストポーチを使わなくなりました。両サイドのポ
ケットにたっぷり入るから便利なんですよ。ポケットの中も3室に分か
れていて、小物が仕分けできるところも気に入っています。

周りの方からの評判はいかがですか？
黒川さん：利用者さんのご家族からすごく好評なんです。「おしゃれだ
ね」って言っていただくことが多いです。
寺沢さん：他のスタッフからも、「それいいね」と羨ましがられてます（笑）。

橋本さん：これを着ると、痩せて見えるんですよね。エリがないから首元が
すっきり見えるし、ブカブカしていないからほっそり見えるのかも。

みなさん、喜んでご着用いただいているんですね！
橋本さん：利用者さんから見ても看護師と認識しやすいせいか、お
話を聞いていただきやすくなりました。
寺沢さん：最近はポロシャツなどが多かったので、きちんとしたナー
スウェアを着るのは久しぶり。袖を通すと、やっぱり気持ちが引き締ま
りますね。

医療法人社団英世会 介護老人保健施設ロベリア

認知症のリハビリに、カラフルなウェアを活用。

カラフルなウェアを自由に着るスウェーデン方式。
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久しぶりのナースウェアに、気分もシャキッ。
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お仕事の効率アップだけでなく、
モチベーションアップにもお役に立つことができ、
大変うれしく思います。

慈恵病院さんは、産婦人科に
特に力を入れておられる印象があります。
竹部さん：当院は熊本県の周産期地域中核支援病院です。年間の
分娩数が昨年は1600件、今年は1700件に達する見込みです。
本田さん：産科のあるマリア館は2011年に建て替えて、2015年に
増築しています。現在は、2007年に設置した「こうのとりのゆりかご」
もこちらの病棟に移転しました。

「こうのとりのゆりかご」は、
どのような経緯で設置されたのでしょうか？
竹部さん：慈恵病院は明治31年の創設時から、「命を大切にする」
ということを理念にしています。ゆりかごの設置も、一人でも多くの赤
ちゃんの命を守りたいという思いから。導入には、ドイツのシステムを
参考にしています。

ドイツにはすでにそのようなシステムがあったのですか？
竹部さん：ドイツでは、妊娠葛藤相談・匿名出産・内密出産・赤ちゃ
んポストという4本柱で望まない妊娠をした母と子を助けています。赤
ちゃんを預ける前に、相談できる窓口があるんですね。私たちも、望ま
ない妊娠にまつわる相談をお受けする「SOS赤ちゃんとお母さんの
妊娠相談」を、ゆりかごに先駆けて始めていました。

相談を受ける仕組みづくりは重要なんですね。
竹部さん：ゆりかごは、命を救う最後の砦です。ただ、その前にまず
相談できる窓口が必要だと考え、24時間365日フリーダイヤルでご相
談を受け付けています。

ゆりかごや相談のほかに、「こども食堂」も
始められたと伺いました。
本田さん：2016年の熊本地震直後にスタートしました。ゆりかごの
学びで子ども達が孤食にならないように、安心して集い食事ができる
環境をつくってあげたかったんです。こども食堂の活動の一環として
バーベキューや流しそうめん、花火大会など、みんなで一緒にできるイ
ベントも行っています。
竹部さん：体験は心に残りますから。ここでたくさんの人にふれて、
豊かに育っていってほしいと思います。

妊娠中のお母さんから子供たちまで、ずっとサポート
されているんですね。
竹部さん：創設時から脈 と々受け継がれるキリスト教のシスター達の慈
愛の心とともに女性に寄り添い、家族に寄り添っていくのが私たちの務
めです。

　

では続いてユニフォームについて、
ワンピースを選ばれた理由をお聞かせください。
本田さん：女性らしく清廉で、責任感と親しみやすさを感じるワン
ピースをご推奨される声が多かったんです。そこで、動きの多いオペ
室や分娩室はパンツに、外来や病棟はやわらかく優しい印象のあ
る、ワンピースを選びました。

ローラ アシュレイというブランドに対しては、
どんな印象をお持ちでしたか？
竹部さん：ローラアシュレイは、かわいく清潔で、オーセンティックだ
という印象です。スタッフにもローラファンが多いので、好評ですよ。
本田さん：ボタンの細工など、細かいところまでの気配りが素敵で
すよね。

まわりの方もけっこう反応してくださるんですね！
本田さん：患者さんからは「明るくなったね」と、看護学生さんか
らは「超かわいい！」と言われました（笑）。
竹部さん：若い人にも似合いますし、60 代のベテランナースが着て
も若 し々く華やか。みんな表情も明るくなって、生き生きして見えます。

マリア館
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